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Cisco NX-OS ソフトウェアのアップグレード
またはダウングレード

この章では、Cisco NX-OS システム ソフトウェアをアップグレードおよびダウングレードするときの 
Cisco NX-OS ベスト プラクティスについて説明します。Cisco NX-OS システム ソフトウェアをアップ

グレードまたはダウングレードする方法は 2 つあります。2 台のスーパーバイザ モジュールを取り付け

たシャーシで無停止アップグレードを実行する場合は特に、In-Service-Software-Upgrade（ISSU）を

使用することを推奨します。ただし、従来の方法はすばやくダウングレードする必要があるラボ環境と

実稼動環境に適合するので、この方法についても説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

• 「推奨のアップグレード手順（ISSU）」

• 「ソフトウェアの互換性の確認（ISSU とシャーシのリロード）」

• 「従来のアップグレードまたはダウングレードの手順（シャーシのリロード）」

推奨のアップグレード手順（ISSU）

導入：Cisco NX-OS Release 4.0(1)
In-Service-Software-Upgrade（ISSU）では、1 つのコマンドを実行するだけで 2 台のスーパーバイザ 
モジュールを取り付けた Nexus 7000 をアップグレードまたはダウングレードできます。ブート変数が

自動的に変更され、互換性チェックが実行されます。管理者は、結果が期待どおりであることを確認し

たら続行するように指示されます。処理が始まると、ダウンタイムなしでシステム ソフトウェアが

シームレスにアップグレードされます。シャーシは、処理が行われている間も（中断せずに）パケット

を転送し続け、その間に各シャーシ コンポーネントはアップグレードされます。アップグレードまた

はダウングレードに必要な時間は、シャーシ タイプと取り付けられているモジュールの台数によって

異なります（30 ～ 50 分）。処理を完了するには、各スーパーバイザ モジュールの CMP ポートを手動

でリロードする必要があります。この手順を手動にすることで、ユーザが CMP ポートから手順をモニ

タリングしている場合にユーザが切断されないようにします。

最善の結果を得るために、次の推奨事項に従ってください。

• アップグレード全体をモニタリングする場合（モニタリングすることを推奨します）、両方のスー

パーバイザ モジュールのコンソールまたは CMP ポートに接続します。

• リンク フラップ、STP 状態の変化などが発生しない安定した環境でのみ、ISSU アップグレードを

実行します。

• Session Manager のセッションがアクティブな場合は、ISSU を実行できません。アクティブな

セッションに対して、コミット、廃棄、または保存を実行する必要があります。
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ソフトウェアの互換性の確認（ISSU とシャーシのリロード）
n7000# install all kickstart bootflash:n7000-s1-kickstart.5.1.1.bin system 
bootflash:n7000-s1-dk9.5.1.1.bin

n7000# reload cmp module 5
n7000# reload cmp module 6

（注） この手順は、1 台のスーパーバイザ モジュールを取り付けたシャーシについても使用できますが、

シャーシはリロードする必要があるので処理中に中断が発生します。

ソフトウェアの互換性の確認（ISSU とシャーシのリロード）

導入：Cisco NX-OS Release 4.0(1)
ソフトウェアをダウングレードする前に、機能を適切に無効にできることを確認するために非互換性が

あるかどうかを確認します。設定から自動的に削除される機能があるかどうかが管理者に通知されるの

で、管理者はダウングレードする前に対処できます。このコマンドは、ダウングレードに ISSU を使用

する場合も従来の方法を使用する場合も実行する必要があります。

n7000# show incompatibility-all system bootflash:n7000-s1-dk9.4.2.4.bin

Checking incompatible configuration(s) for vdc 'n7000':
---------------------------------------------------------------

<CLI 出力は省略>

6) Service : otv , Capability : CAP_FEATURE_OTV 
Description : Overlay Transport Virtualization 
Capability requirement : STRICT 
Disable command : no feature otv 

7) Service : bfd , Capability : CAP_FEATURE_BFD_V2 
Description : Feature bfd is enabled.  
Capability requirement : STRICT 
Disable command : Disable bfd using"no feature bfd"

<CLI 出力は省略>

従来のアップグレードまたはダウングレードの手順（シャー
シのリロード）

導入：Cisco NX-OS Release 4.0(1)
従来のアップグレード手順は、特定のシナリオに対する推奨の方法なので、ここで説明します。この手

順は、連続稼動が要件に含まれないラボ環境、または稀ですが、実稼動環境でのアップグレードで、タ

イミングよくダウングレードする必要がある場合に役に立ちます。システムをリロードして新しいソフ

トウェアをロードする前に、すべての設定を保存し、バックアップしていることを必ず確認することを

推奨します。

n7000# copy running-config startup-config vdc-all

n7000(config)# boot kickstart bootflash:n7000-s1-kickstart.5.1.1.bin
n7000(config)# boot system bootflash:n7000-s1-dk9.5.1.1.bin

n7000# reload
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